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 次 世 代 の 有 機 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 材 料 と し て 、 Dinaphthothienothiophene （ DNTT ） や

Benzothienobenzothiophene（BTBT）の誘導体材料に注目が集められている。これらの基本骨格にアルキ

ル鎖を導入することで、工業的に有利な溶液プロセスによる製膜を実現できる。このようなアルキル側

鎖を有する有機半導体のデバイス特性を薄膜構造に基づいて理解するためには、π共役平面部位だけで

なく、アルキル鎖が分子凝集構造の形成に果たす役割の解明も重要である。本研究では、アルキル側鎖

を有する有機半導体の構造解析の分光学的な基礎を固める目的で、もっとも単純な化合物である直鎖ア

ルカンの構造解析に取り組んだ。 

 直鎖のアルカンは、鎖長を表す炭素の数が偶数と奇数の場合で異なる結晶構造を示すことが，バルク

状態では古くから知られている[1]。一方、 “薄膜”という場では詳しく調べられておらず，バルクとの

相関もわかっていない。そこで本研究では、鎖長の異なる直鎖アルカンの粉末および薄膜試料の構造解

析を赤外分光法により行い、薄膜に特有な構造の有無などについて調べた。はじめに赤外 ATR 法を用い

て粉末試料の測定を行ったところ、確かに炭素鎖数の偶奇に応じてスペクトルの形状に明確な違いがあ

った。詳しい解析の結果、この違いは既報の通り異なる結晶構造を反映した結果であることがわかり、

これが赤外スペクトルに予想以上に細かな違いを与えることがわかった。 

 一方、同じ化合物群の薄膜をスピンコート法で作製し、薄膜中での分子構造を分子配向によって明ら

かにするため，p偏光多角入射分解分光（pMAIRS）法[2]を用いて定量的に解析した。その結果、鎖長に

依らず分子は基板に対して垂直に配向する傾向にあるが、炭素数が奇数の場合は偶数の場合と比べて明

確に、より高度に配向した（Fig. 1）。これは、粉末試料の結果と同様に、炭素鎖数の偶奇に応じた結晶

多形を反映しているが，それが薄膜では配向の違いとなって現れることが初めてわかった。 
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Fig.1 Average orientation angle of the molecular long axis 

 as a function of the number of carbon atoms of n-alkanes. 

第81回応用物理学会秋季学術講演会 講演予稿集 (2020 オンライン開催)11a-Z13-10 

© 2020年 応用物理学会 11-247 12.1


